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復田時の水稲不耕起・無代かき移植栽培における育苗箱全量施肥
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1は じ め に

水稲不耕起、無代かき移植栽培は、重枯土水田の田畑輸換利

用において火財内 稲を安定生産でき、また、代かきを行わな

いため水田からのけ な因成できる農法であるが、

田畑輸検体系の復田Rtlこ不耕超k無代雄 栽培を導入した場合の

水稲の肥帰管珊こついては、十分に検討されていなし、

そこで、復田時に育苗箱全量施肥による不耕起及び無代かき

動 を行う場合の財 巴量を明ら力ヽこう
~る
ことを日的と

し、水稲の窒素吸収樹生及び収量嫁 |ヽした

2試 験 方 法

(1)欄劃腰

1滞場率次 :"00～2003年

2)試験場所・蜘 :秋田農試 メJ器彰諄・細V卿
グライ担凱国ヒ ;劇隅質

3)供試品種 :あきたこまち (中0
41栽植密度 :21″紹ポ

5)試験区
'縞
:表 1に示九 なお、本試験圃場における水

稲連作時の育苗箱全量施皿こよる衡訪制理書ま0駄』/a

である。

6)肥料種 :育苗箱全量施肥にはシグモイド容出螂 素

llXl日タイプを、例層湖 Elこl雅 割嘱いた
71移植法 :I社不耕起嚇 を用いて躙 した

12)七壌可給態窒素量 :水稲作付け前の作土 (深さ 2～1∝0

から採上し、湿潤上を湛泳イ尉轟師動商馘去αに、4週間

により、測定した かく舌疇養はかく舌LT4Q未かく乱
培養は、直径

“

m、 高さmmのコアJ調 採ヽ上し、土塊
を崩さずに未かく稚獅牛で、供試した

0)由来男酬 量 :重窒素標測巴料胡 い、重室素トレー

サー法により算出した

3言通 締 諏 碑察

(1)J炉陥麗夢盪

復田 1年日の未かく舌し監養による時 は、かく舌暗

養

…

いことから、復田時つ鮒 卜ヽき親ウ灯瀞労日Jヽらの

り ま、イもきと比べ少なくなることが示唆された(図 1)。

(2浄晰』酬諄水稲の窒素吸収量

復田1年目の無制麟計り きヽ栽培水稲の窒素吸収量|よ 代か

き|↓レ4秦醐間樋 じて低く推移した また、復田2年日以降

の不耕起、胸 き栽培では、復田午数ととt)にイくいき栽嘲駈

づく傾11であった (図 2)。 これは、復田年数の経過とともに土

4/1瑳玩的となり、物こ働 き栽席0動翅砂 し、水稲硼 文

できる地力窒素力沙なくなるためと考えられた

(3)復田1年目の由来別り 0幅
復田1年日の知嚇岬 港畑 の土壌由)     は
幼穂形成期、成熟期|ゞ珈のステージにおいても、無姻巴の代か

き水稲 復田1年目のヽ 、きガ調●欄∋ にル W少ないが、025

-Kl駄』た 育苗箱全量剛け ることで、t壌山来窒素吸収量の

不足分を補 、`代いきと同等以上のり 鴇 らオτた図 3)。

また、 0 25 kgN a饉作水田の育苗箱全量施肥による慣行瑚巴

圃場1、 2は2∞0年に、圃場3～ 6は2001年にそれぞれ復田した

圃場1、 2は畑期間1年 (エダマメまたはキヤベツ)、 圃場3～ 6は畑期間2年 (スイ
ートコーンまたはエダマメ)

0、 05

注

注

代かき  全層   0、 05
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量の糧 施肥することξ 倒伏も少なく、働 き栽培と同等の

口 辮 できた (表 2)。

“

)復田2年目の由期 吐彗炒螂噛扱 U収量

復田2年目の鞭 、無ミカき栽培では、05 Sit育苗箱全

量施肥することで、いずれのステージにおいても例雷施肥 05

utt α いヽき耕 と同等夏 の窒素謬‖だ勤鴻 られた (図 3)。

また、復田2年目以降では育喜稚剣動嗣巴により0 5kgN/a頓

行の全∋ 劇巴することで、倒伏も少なく、日標収量 157kgん )

力淮保できる 俵 2)。

4ま と め

復田1年目の末かく乱磨凱こよる作セ )可綸態豊た動ま、か

く謝弟慶に比べ園 こヽとから、復田時の不耕起、胸 き栽培で

は作土からの窒素供給量が、代かき栽培と異なると考えられた

一方、復田1年目の無施肥栽培による無代力き栽培水稲の室

素卿枇量|よ 働 き移植に比バ生育期間を通じて低く推移し、復

田2年目以降の欄 、無しき栽暗0ま、復田年数ととt,可ヽ

力き栽培1硼監jく傾向であつた

さらに、田畑輪例本系の復日Rtlこおける不耕起、無 tかき栽

培の育苗箱全量施肥量は、復田1年日のみ水稲連作時の施肥量の

半量、復田2年目以降は全量とするすることで、復田時の代かき

移植細嗜と同等の窒素吸収量が得られ、倒伏も少なく、日標収量

を確保できることが、明らかとなつた
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図 1 復田 1年 目における土壊のかく乱が
土壌可給態窒素量に及ぼす影響

nは調査圃場数  グラフ内の垂直線は標準偏差
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復田1年目(2001年 )
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復田2年 目(2002年 )
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図2 復田時における無施肥栽培水稲の窒素吸収量の推移

復田2年目(2002年 )復田1年 目(2001年 )

幼穂形成期 成熟期

図3復田時における由来別窒素吸収量の推移 0土壊出来

幼穂形成期 成熟期

窒素安定同位体比は、ANCA―SL―MSを用に 測定した               
に

横軸の数字は施肥室素量

“

岬/a).代かきは全層施肥、無代かき、不耕起は育薔箱全量施肥

1

(21X10、 2011年 )
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